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全国学力・学習状況調査の分析と教育方針
令和6年9月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「全国学力・学習状況調査の分析と教育方針」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分
は他テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

まず、全国学力・学習状況調査に基づく学力の現状の分析と今後の教育方針について、質問します。

昨今の児童生徒を取り巻く環境は目まぐるしく変化しており、中学生のスマートフォンの普及率を見ても、１０年前の２０１４年では４１.
９％、２０２３年では８６.３％と倍以上となっており、８割を超える生徒が所持しております。これらは生活を便利にする傍ら、教育にお
ける弊害もあり、話題となっております。例えばスマートフォンの普及による活字離れやＳＮＳによる短文のやり取りの増加による長文の
読み書きの機会の減少などが挙げられます。

ＰＩＳＡという国際的な学習到達度に関する調査によると、読解力は自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、社会に参加す
るためにテキストを理解し、利用し、評価し、実行し、これに取り込むことと定義されており、この分野において日本は３８か国中、２０
１８年に１５位、２０２２年に３位でした。加盟国の平均点が２０１８年から２０２２年では１０ポイント以上下落していることから、日
本の順位が上がったというよりは、世界規模で読解力が低下していると個人では考えております。その要因は、コロナ禍により加速したオ
ンライン化、デジタル化のような社会構造の変動によるものだと考えております。

また、読解力を含む学力の低下は、モラルに影響があると考えています。その理由として、モラルの低下は他者を理解できないことが要因
であり、他者を理解するためにはコミュニケーションが必要です。コミュニケーションは言語によって成り立つことから、読解力をはじめ
とする国語の学力を向上させることが規範意識、モラルの向上につながると考え、質問させていただきます。

そこで、市の現状を把握するために、３点質問させていただきます。

１つ目、日田市における中学３年生を対象に実施した、令和６年度全国学力・学習状況調査の国語の学力の分析と対策について、伺います。

次に、学力の向上を図る方法の一つとして、タブレット学習があります。令和３年度に導入してまだ間もないですが、具体的な活動事例と
行った結果、課題などあればお示しください。

３つ目に、令和６年度第１回定例会で宮﨑議員より規範意識の低下による問題行動についての質問がありました。その後の中学校の現状を
お伺いします。

以上で、登壇での質問を終わり、自席にて再質問させていただきます。

○教育長（江嶋久典） ［登壇］

私からは、全国学力・学習状況調査に基づく学力の分析と今後の教育方針について、お答えします。

初めに、本市における国語の学力の分析と対策についてでございます。

毎年４月に実施される全国学力・学習状況調査において、中学校３年生の国語の結果は、令和４年度までは、平均正答率が全国平均以上で
ありましたが、令和５年度以降は低下傾向にあり、今年度は全国に比べ、平均正答率が６ポイント低い結果となりました。国語には、話す
こと、聞くこと、書くこと、読むことの大きく４つの領域がございますが、令和６年度は全ての領域において、平均正答率が全国値よりも
低い状況でした。特に、要約する、自分の考えをまとめる、考えが伝わるように書くといった内容に関して、教師自身の指導に対する認識
は、指導を行ったとする肯定的回答の割合が高いことに反して、生徒の正答率は低い結果であることが分かりました。

このようなことから、読むことや書くことを中心に行う授業においては、どこに着目して読む、何に気をつけて書くといった目標の共有が
甘かったことや、授業で生徒が理解できているかどうかの把握が全体として不十分だったことが要因と捉えております。

また、現在の中学校３年生については、昨年度の大分県学力定着状況調査において、１か月に１冊も本を読まない、いわゆる不読率が高い
傾向であったため、中学生になってからの読書経験も不足していたと考えられます。

この課題の解決に向けて、全ての中学校で徹底することとして、目的に応じて必要な情報に着目して要約する指導と、自分の考えが伝わる
ように表現の効果を考えて書く指導の充実に取り組むことといたしております。

加えて、生徒全体の学力結果の分布状況を５段階での評定に例えて見てみると、学習内容の定着に個人差が大きいことが明らかであること
から、個に応じた指導を授業に取り入れることや、定着状況を確実に把握して授業を行うことについて、各学校に指導助言を行っていると
ころでございます。
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さらに、読書経験にも個人差がありますことから、学校での取組だけでなく、不読率が高いことを家庭や地域の皆さんにも知っていただき、
学校と連携して読書活動の推進に取り組んでいただくことも有効かと考えております。

次に、タブレット学習の成果と課題についてでございます。

タブレット端末を活用した学習活動は多岐にわたりますが、本市における代表的な活用事例とその成果を３点、御紹介させていただきます。

１点目は、ＡＩドリルを活用した、個に応じた学習です。

一人一人の学習定着状況をＡＩが判断し、個に応じた練習問題を出題するＡＩドリルが、授業や家庭学習において活用され、個別最適な学
びの推進につながっています。開発業者と連携して効果検証を行った結果、ＡＩドリルで問題を多く解いた児童生徒ほど、知識技能の正答
率は向上していることが明らかになりました。また、このＡＩドリルは、上の学年の問題に挑戦する、苦手な教科の復習のため下の学年の
問題を解くといった、自分で問題を選んで学習することも可能であることから、意欲の向上にもつながっております。

これらのことから、市教委としましても、各学校におけるＡＩドリルの積極的な活用を支援する取組を進めているところでございます。

２点目に、学習支援アプリによる共同的な学習です。

学級全員の考えが一目で分かる機能を持つアプリを活用することによって、児童生徒の意見交換の活性化につながっています。また、双方
向にデータをやり取りできる機能を活用して、英語のスピーキングや国語の音読などの技能の定着状況が容易に把握できる面でも、大変役
立っております。

３点目は、デジタル教科書を活用した学習です。

デジタル教科書には動画や画像などのコンテンツが豊富に含まれており、それらを活用することによって、児童生徒の学習内容の理解を深
めるための助けになっているとともに、学習に対する興味関心の向上にも役立っております。

一方、課題としましては、児童生徒の学習におけるタブレット端末の活用は進んできているものの、家庭学習や授業での有効活用や活用の
頻度について、学校間、教師間で差が生じていることと捉えております。

最後に、令和６年第１回定例会の規範意識の低下についての質問のその後について、お答えいたします。

第１回定例会におきまして、市内中学生の規範意識の低下による問題行動として答弁いたしました器物損壊、生徒間暴力につきましては、
今年度はほとんど学校からの報告がなく、大きく減少しています。対教師暴力、対人暴力の報告は、今年度はございません。昨年度、問題
行動の報告が多かった学校につきましては、定期的に市教委からも連絡を取っておりますが、学校の雰囲気や授業の様子に大きな改善が見
られております。

また、今年度、中学校２年生を対象とした大分県学力・学習状況調査の質問紙における「学校の規則やクラスで話し合って決めたことを守っ
ていますか」の質問に対して、肯定的に回答した市内生徒の割合は９０％を超える結果となっております。

以上のことから、市内中学校における規範意識の低下については、全体的に回復傾向にあると捉えており、引き続き学びに向かう学校づく
りと、安心な暮らしのある学校づくりを両輪とした学校づくりを進めてまいる所存でございます。

以上でございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

それでは、全国学力・学習状況調査に基づく学力の現状の分析と今後の教育方針について、再質問させていただきます。

国語の学力が、６ポイント全国と開きがあるということでございました。国語の能力を上げるために、各自治体それぞれ独自の取組を行っ
ております。例えば福島県相馬市では、主語と述語を色分けして線を引く、主語が隠れている部分を確認して読解するなどしております。
文章を細分化し、構造や文法として理解を深める指導内容と思っております。

先ほど不読率が高いということもありましたが、個人としては国語の学力の向上には読書が有効だと考えております。しかし、本を読むと
いう言葉はあまりにも範囲が広く、例えば文字を発声するだけでも「読む」ですし、字を目で追い、内容を把握することも「読む」です。
そこで、読書において学年ごとの段階的なカリキュラムを設定し、最終的には本の内容を自分の言葉で要約する、自分の考えを発信するこ
とを目的としたカリキュラムを組むことはできませんか。お伺いいたします。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

中学校の国語における具体的な指導例を一つ挙げさせていただきますけれども、つまり教科書のカリキュラムも近年、随分工夫されている
ということになろうかと思いますが、その例を紹介させていただきます。

教科書にある物語教材を読んで最も印象に残ったところとその理由を自分の言葉で要約して伝える学習を行います。その後に同じジャンル
の本を読んで、授業で身につけた力を活用してキャッチコピーや宣伝文を書く「本の紹介カード」を作ったり、感動した場面とその理由を
ゲーム形式で生徒同士が伝え合うような活動、こういったことを取り入れた学習指導がきちんと教材の構成として行われて今おります。で
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すので、学校ではこのように読むことの指導と読書活動というのを結びつけるような指導が行われておりまして、日常的に読書を取り入れ
て生徒の読書意欲を引き出すような授業に取り組んでいるところでございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

大変申し上げにくいんですが、既に存在しているのであれば、その上、点数が芳しくないのであれば、改善もしくは徹底することが必要だ
と考えております。

文字との距離を埋めるために読書の頻度を増やし、質と量を上げ、自分の考えを言葉にするカリキュラムは存在するということだったんで
すが、定着するようお願いいたします。

次の質問に移ります。

タブレット学習の活用事例等を課題として３つのアプリを使われていて、課題として学校や教師間の使用頻度にばらつきが生じているとい
うことでございました。教師によってタブレットの利用頻度が異なることから、児童生徒もタブレット活用の習熟度にも差が出ることを懸
念しております。何か対策などは講じられておりますか。お伺いします。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

学校間や教師間で利用頻度に差があると申しましたけれども、普通に指導していても学校間には少なからず差は出てくるかと思います。し
かし、随分この差が埋まってきている状況にはございまして、教師と児童生徒１人当たりの授業におけるタブレット端末活用の年間平均時
間を調べてみましたところ、一人一台活用が本格的に開始されました令和３年度と、昨年度でありますが令和５年度で比較してみますと、
教師については３９６時間から５３２時間、児童生徒につきましては１５３時間から３０５時間へと回答が増加しております。確実に全体
としての利用頻度は高くなっていると言えるのではないかと思っております。

また、文部科学省による教員のＩＣＴ活用指導力調査というものがございますけれども、「児童生徒にＩＣＴ活用指導することができる」
と肯定的に回答した本市の教師の割合は、令和３年度には８１％でございましたけれども、令和５年度には９０％へと増加しておりまして、
多くの教師が習熟度の高まりを感じております。

市教委としましては、教師の利用頻度に差が生じているのは、やはり教師の習熟度の差に原因があると考えておりますので、今４名のＩＣ
Ｔ支援員を配置いただいておりますので、この方々に授業支援、それから計画的な活用研修などを実施していただいておりまして、引き続
き教師の習熟度を高め、児童生徒の習熟に差が出ないように努めてまいります。

以上です。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

対策されているということは把握いたしました。

次の質問に行きます。

昨今のインターネットの普及率と児童生徒の利用状況を鑑みると、タブレットなどのデジタル端末の活用は、学年に関係なく、早い段階で
習得することが可能であり、また望ましいと考えますが、市教委はどう考えておりますか。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

現在の学習指導要領は、情報活用能力を学習の基盤となる資質能力と位置づけております。これには、議員お考えのとおり、デジタルデバ
イスの活用スキルが学年関係なく必要になってくるわけですけれども、市教委としましては、義務教育としての学校においては、技能を含
めた情報活用能力を各学年段階に応じて身につけさせたい力とし、各学校で編成する教育課程の中に情報教育の全体計画、それから年間指
導計画というものを位置づけて計画的に指導を行うようにいたしております。

以上です。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

段階的に成長するということは理解しました。私とは違うということですね。ありがとうございます。

とある事案を紹介いたします。東京都の私立中学で１年生２５０人の半数を超える生徒が、理科の課題で同じ間違いを回答する事案が起き
ました。課題はインターネットによる検索を許可していたものの、検索サイトの生成ＡＩが誤答し、生徒がそのまま書き込み、間違いが一
致したとのことでした。

この事案のように、答えのあるものであれば間違いを正すことができますが、答えがないものの場合、民主主義では正しいということにな
ります。デジタル端末を使った学習の危険な部分だと認識しています。タブレット学習において、検索の仕方、情報の精査についても必要
だと考えますが、ＩＴリテラシーの授業は具体的にどういったものをなされているのか、お尋ねいたします。
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○教育長（江嶋久典） ［答弁］

情報活用能力の育成に関しまして、文部科学省は大きく４つの学習内容を示しております。

１つは、基本的な操作スキルの学習。先ほど議員からお話があったとおりでございます。

それから２つ目に、問題解決のための情報収集、整理分析し、解決への見通しを持つ力、これに関する学習。

そして、プログラミングの学習が３つ目。

それから最後、４つ目に、情報モラルに関する学習というものがございます。

特に、情報モラルにつきましては、議員がおっしゃいましたように、既に情報社会で生活している児童生徒に社会生活上、必要なモラルや
マナー、あるいは情報を精査し、適切に活用する力を発達段階に応じて身につけていくことは重要な学習であるというふうに捉えておりま
す。

現在、各学校では、技能と同じようにインターネット閲覧やＳＮＳの利用等についても、教科やその他の授業で取り扱うよう、年間指導計
画というものの中にきちんと位置づけて、各学年に応じた指導に取り組んでいるところでございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

冒頭でも申したように、個人では国語の能力と規範意識には相関関係があると考えています。規範意識の低下は、俗に言う相手の気持ちに
なって考えられないこと、コミュニケーション能力の欠如が要因だと考えています。

また、コミュニケーション能力の基礎や情報を伝達する源は言語であることから、国語の能力と規範意識に相関関係があると個人では考え
ています。

社会全体で文字離れが叫ばれている今、文字と関わり、言語能力を育成することによって、コミュニケーション能力の向上を図る必要があ
ると考えますが、市教委はどう考えますか。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

小中学校に学習指導要領がございますように、幼稚園にも国が示す教育要領というものがございます。その解説の中に道徳性、規範意識の
芽生えが次のように示されております。「友達と様々な体験を重ねる中でしてよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振り返ったり、
友達の気持ちに共感したり、相手の立場に立って行動するようになる。また、決まりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達
と折り合いをつけながら決まりをつくったり守ったりするようになる」。このように決まりを守るという規範意識は、誰かに教えられて育
まれていくものとしてだけではなく、幼少期から社会や家庭も含めた周りの人と関わりを持ち、失敗や成功体験から学んでいく中で培われ、
成長とともに言語を介したコミュニケーションを通して気づき、学び、自ら育んでいくものと捉えれば、コミュニケーション能力と規範意
識には相関関係があると言えるのではないかと思っております。

以上です。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

コミュニケーション能力の向上の側面だけでなく、全体的な学力の向上の観点からも言語能力は必要だと考えます。学問は言語によって構
成されています。学問が事象や概念を言語化、体系化することであることからも、学習をより効率的に行うためにも、文字情報に関わる学
習は積極的に行うべきと考えます。

例えば、今回の全国学力・学習状況調査の中学校数学において、計算などの処理はよくできているが考察することや説明することに課題が
あると調査結果が出ています。言語能力が各教科に与える影響は大きいと考えますが、市教委の見解をお示しください。

○教育長（江嶋久典） ［答弁］

学習指導要領について多く取り上げさせていただきますけれども、まさに学習指導要領の中にも、言語は生徒の学習活動を支える重要な役
割を果たすものであり、例えば感情や想像を言葉にする力や、言葉を通して言葉を通じて伝え合う力などの言語能力は、全ての教科等にお
ける学習の基盤になるものであると位置づけられております。私もこのように思います。市教委としましても、言語能力育成のためには全
ての教科において言語活動の充実を図ることが重要でありますことから、国語科を要としつつ、教育課程全体で取組を進めているところで
ございます。

議員の御質問にありました数学科におきましても、言葉や図、表、式、グラフなどを用いて簡潔明瞭、的確に表現したり、互いに自分の考
えを表現し合ったりすることなどの機会を設けて、言語能力の育成に努めているところでございます。

以上です。



一般質問｜議事録 令和6年9月定例会

正式会議録からのテーマ別抜粋 5

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

今回の質問は、規範意識と全般的な学力に言語能力が与え得るという考えの下、質問させていただきました。

規範意識に関しては、３月議会で宮﨑議員とのやり取りの中で、横断歩道での会釈の話はとても感銘を受けました。私の地元の小学校でも、
脱帽をする風習があります。低学年は恐らく意味も分からずしているのだと思いますが、高学年は経緯などの意味を理解し、行っているよ
うに感じます。理解が難しい年齢のときは先に行動を習慣化して、理解できる年齢になったら、その行動の意味を教えて定着させる。地元
を誇らしく感じることのできる教育に感謝いたします。

規範意識は回復傾向にあるということなので、引き続き児童生徒を見守っていただきたいです。

また、教育環境におきましても、タブレット学習が導入され、様々な効果検証がなされ、データが出てきております。個人としては社会の
ニーズは専門性の高さを求めていると考えておりますので、専門性を追求し、集中力を培うことの補助としてタブレットを活用することが
望ましいと考えております。タブレットを導入しても紙に字を書くことには利点がありますので、日田に即したデジタルとアナログのバラ
ンスを探っていただきたいと思います。

国語の学力については、学校外の時間の影響も受けるので、宿題などがより効果的になるように、本読みのときには児童が自分の考えを言
葉にする質問を保護者にしてもらうなど、地域にも啓発、発信していきたいと考えているところです。

これで、全国学力・学習状況調査に基づく学力の現状と今後の教育方針についての再質問を終わります。


